
（様式１）

今治東中等教育学校
　学校番号(　45　）

領域 具体的目標 評価 次年度の改善方策
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グラデュエーション・ポリシーに沿って生徒が成
長していると感じる教職員の割合７割以上

Ｃ

学習時間の増加、探究学習の指導法の改
善、地域連携の促進などにより、グラデュ
エーション・ポリシーの「個性を伸長させ
る姿勢の育成」「より良い社会を築こうと
する意欲の育成」「学力や教養、行動力や
創造性の定着」を促す。

クラウドサービスを活用して自学自習の習慣化を
図るといったＩＣＴの長所を生かした工夫等によ
り、基礎期(1･2年)90分以上、充実期(3･4年)120分
以上、発展期(5･6年)180分以上の学習時間確保者
60％以上を目指します。
Ａ：60％以上　　Ｂ：59％～55％
Ｃ：54％～50％　Ｄ：49％～45％
Ｅ：45％未満

Ｂ

後期生３学年でのClassiの学習トレーニン
グの活用とスタディサプリの動画や到達度
テストにおける課題配信への取組をそれぞ
れ生徒に意識させる。継続的に教員の活用
方法の講習会を開き、生徒が十分利用でき
るようにしていきたい。

分かる授業を心掛け、週末課題を工夫することに
より、全国学力・学習状況調査（３年生）での正
答率70％以上を目指します。
Ａ：70％以上　　Ｂ：69％～65％
Ｃ：64％～60％　Ｄ：59％～50％
Ｅ：50％未満

Ｄ

設問別に細かく分析し、生徒の習熟度に合
わせた授業内容と課題の分量や内容をさら
に検討していく。個々の生徒の理解度を把
握して、個別指導の充実を図る。

過去の進路情報を十分に活用し、進学、就職とも
に進路実現率100％を目指します。
Ａ：100％　　　 Ｂ：99％～97％
Ｃ：96％～95％　Ｄ：94％～93％
Ｅ：93％未満

Ｅ

各学年のTeamsに、来校した大学・短大・専
門学校の情報をPDF化し、週１回以上掲載す
ることを継続する。次年度も継続して企業
情報をHandy進路指導室でデジタル化し、生
徒の利用頻度を上げ、進路実現に生かした
い。

早期から個別指導を充実させ、国公立大学合格者
数25名以上を目指します。
Ａ：25人以上　　Ｂ：24人～20人
Ｃ：19人～15人　Ｄ：14人～10人
Ｅ： 9人以下

Ｅ

前期３年生に学力テストを実施し、後期課
程進級前の中学校内容の定着を図ると共に
各学年の学力中間層を意識した対策を行
い、最後まで国公立大学を狙わせたい。

朝読書を有効に活用し、図書の貸出冊数を増や
し、年間読書冊数、一人平均10冊以上を目指しま
す。
Ａ：10冊以上　　Ｂ：9冊～8冊　Ｃ：7冊～6冊
Ｄ：5冊～4冊　　Ｅ：3冊以下

A

前期生は貸出冊数が多いので後期生になっ
ても読書をする姿勢を失わないようにして
ほしい。後期生になると読書する時間がな
かなか取れない現状がある。

県高文祭に出場する生徒45名以上を目指します。
Ａ：45人以上　　Ｂ：44人～40人
Ｃ：39人～35人　Ｄ：34人～30人　Ｅ：29人以下

A
文化部の活動も、運動部同様活発に行われ
ている状況を継続させるとともに、全国に
つながるような研修や経験を積ませたい。

四国選手権に出場する生徒後期課程７部門以上、
県総体に出場する生徒前期課程５部門以上を目指
します。
Ａ：後期７部門以上　前期５部門以上
Ｂ：前後期合計　目標-2部門まで
Ｃ：前後期合計　目標-4部門まで
Ｄ：前後期合計　目標-6部門まで
Ｅ：前後期合計　目標-7部門以下

A

中等教育学校の特性を生かして、今後もよ
り上位の大会を目指したい。特に前期の部
活動で今年度目覚ましい結果を収めている
部活動が増えてきており、以前よりレベル
の高い部活動とともに、高いレベルでの試
合に参加することが多くなった。次年度も
継続して、高みを目指せる部活動に各部と
もしていきたい。

全国大会に出場する生徒、前期課程３部門以上、
後期課程５部門以上を目指します。
Ａ：前期３部門以上　後期５部門以上
Ｂ：前後期合計　目標-1部門まで
Ｃ：前後期合計　目標-2部門まで
Ｄ：前後期合計　目標-3部門まで
Ｅ：前後期合計　目標-4部門以下

A

全国大会へ出場した部は昨年と同じである
が、上のとおり特に前期の部活動で結果が
出てきつつあるので、多くの部門で出場す
るだけでなく上位を狙える力を付けていく
ために、各部に沿った必要な施策を実行で
きるようにしていきたい。

運動会・青藍祭（文化祭）など、学校行事に積極
的に参加し、楽しめる生徒100％を目指します。
Ａ：100％　　　 Ｂ：99％～90％
Ｃ：89％～80％　Ｄ：79％～75％　Ｅ：75％未満

A

後期生に比べ前期生の方が評価の結果が高
くなっている。学校行事の主体となる後期
生の取組をアンケート結果を通じて見直し
ていきたい。

自身による健康管理とともに、学校生活への目的
意識の向上を図り、年間30日以上欠席の長期欠席
者の改善を目指します。また、生活習慣の乱れに
よる遅刻などをなくしていきます。

Ｄ

各クラス、学年において、早寝早起きをは
じめとする基本的な生活習慣の確立に向け
た指導を継続的に行い、生徒一人一人が心
身の健康を維持・増進できるよう努めてい
く。

いじめの早期発見・早期解決を図り、いじめ問題
未解決ゼロを目指します。

Ｂ

いじめの早期発見・早期対応及び組織的対
応を次年度も行っていく。そのために、学
習活動のみならず、学校全体の教育活動に
おいて、日々の生徒観察を行い、声を上げ
にくい生徒等への声掛けも積極的に行い、
誰もが安心して楽しく学校生活が送れるよ
うに努めていきたいと考えている。

各種英語検定に積極的に取り組ませ、実用英語検
定等において、前期課程ではＣＥＦＲ　Ａ１以上
30名、後期課程ではＣＥＦＲ　Ｂ１以上20名を目
指します。
Ａ：前期30名以上　後期20名以上
Ｂ：前後期合計　目標 -5名まで
Ｃ：前後期合計　目標-15名まで
Ｄ：前後期合計　目標-20名まで
Ｅ：前後期合計　目標-21名以下

Ｄ

受験者数が昨年度より若干名増えている
が、検定に対する意欲、関心は依然として
低い状況である。今後は、進路実現に向け
て資格取得が大切であるとともに、基礎学
力の定着を図るためにも検定に向けた学習
が必要であることを生徒に伝えながら、英
検取得者の増加を図っていきたい。

漢字検定に積極的に取り組ませ、漢字検定合格者
数を前期課程では３級で受験者の80％以上、後期
課程では２級で受験者の70％以上を目指します。
Ａ：前期80％以上　後期70％以上
Ｂ：前後期平均　目標  -5％まで
Ｃ：前後期平均　目標 -10％まで
Ｄ：前後期平均　目標 -15％まで
Ｅ：前後期平均　目標 -15％未満

Ｄ

後期課程の２級合格率が低いが、回を追う
ごとに合格率は上がっているため、引き続
き、個別指導をしっかり行っていきたい。
また、日常の漢字テストで高得点を維持し
ている生徒も多いので、そのような生徒に
漢字検定を勧めるなど受験者を増やす取組
も行いたい。

国際理解セミナー、スピーチコンテスト、英語セ
ミナー、などの英語イベントに参加した生徒の満
足度100％を目指します。
Ａ：100％　　　 Ｂ：99％～90％
Ｃ：89％～80％　Ｄ：79％～75％　Ｅ：75％未満

Ｂ

元々英語に苦手意識がある生徒でも、参加
してみて英語を勉強する意欲が増したとい
う意見をよく聞く。今後もこれらの行事
が、英語が好きな生徒、そうではない生徒
の双方に対して英語学習に対するモチベー
ションの向上につながるようなものになる
よう、工夫を重ねていきたい。

行事・会議等の精選、業務の効率化、過重労働の
防止など、働き方改革を進めます。

Ｃ

働き方改革＝時間短縮と限定的に捉えるの
ではなく、教職員の働きがいをより高めら
れるように対話を進めながら働き方改革を
進めていきたい。

衛生委員会や健康相談、管理職面談等を通じ、教
職員の疲労や心理的負担を把握し、軽減を図りま
す。

Ｂ

日頃から、話しやすく、相談しやすい環境
づくりを促進していきたい。また、報連相
の徹底を図り、迅速に働きかけができる体
制を整えていきたい。

自　　　己　　　評　　　価　　　表

グラデュエーション・ポリシー（育成を目指す資質・能力に関する方針） カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成及び実施に関する方針）

○自分の個性（好きなこと、得意なこと、優れていること）を知り、それを伸ばそうとする姿勢を育
てます。
○グローバル社会を生きるために必要な人権感覚を持ち、自分と他の人をともに認め、共により良い
社会を築こうとする意欲を育てます。
○持続可能な社会づくりに貢献するために必要な学力や教養、行動力や創造性を身に付けます。

○「ヒューマニティーズコース（文科系）」「サイエンスコース（理科系）」に分かれて、卒業後
のビジョンの実現を図ります。また、多くの選択科目を設けて、スポーツや芸術など生徒一人一人
の得意な分野を伸ばします。
○「総合的な探究の時間」などの専門的で継続的なプログラムによって個性を伸ばします。
○大学や官公庁、企業、ＮＰＯ等との提携事業によって、専門的で体験的な学習をします。そして
身に付けた知識を行動につなげる力を養います。
○身に付けた知識や経験を持続可能な社会づくりに生かすことができる行動力や創造性を培うため
に、各種のコンテスト、コンクールへの参加、出品を積極的に行います。
○幅広い年齢層の生徒がともに活動する学校行事や部活動を通して、協調性を養い自分と他の人を
ともに認め、共により良い社会を築こうとする意欲を培います。

※ 評価は５段階（Ａ：十分な成果があった　Ｂ：かなりの成果があった　Ｃ：一応の成果があった　Ｄ：あまり成果がなかった　Ｅ：成果がなかった）とする。

目標の達成状況評価項目

学習習慣の確立と基礎学力の定着

進路指導の充実と進路目標の実現
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部活動の充実と豊かな心の育成

特別活動の充実と連帯感・
自己有用感の育成

基本的生活習慣の確立

望ましい集団作りの推進

豊
か
な
人
間
性
を
育
む
教
育
の
推
進

前期全国(ハンドボール・なぎなた・アー
チェリー)　後期全国(ハンドボール・なぎな
た団体、演技、個人・水泳･アーチェリー男
子団体、男女個人)

生徒対象の学校評価アンケートの結果では、
前期生は運動会98％、文化祭99％、後期生は
運動会93％、文化祭91％の結果であった。

地域貢献できる人材の育成

グ
ロ
ー

バ
ル
社
会
で
輝
け
る
人
間
育
成
の
推
進

適切な勤務時間の奨励

教職員対象の学校評価で、働き方改革に資す
る取組の項目で前年度より３％評価が下がっ
た。

管理職面談などを含め、コミュニケーション
の機会を増やした。また、衛生委員会におい
て、情報共有が有効活用できている。

２学期以降、インフルエンザや風邪の流行に
加え、欠席者や遅刻者の増加が見られた。体
調不良や些細な理由で欠席する生徒も一定数
おり、全体の皆勤率は例年同様、低い水準に
とどまっている。

職場環境の整備

業
務
改
善

グラデュエーション・ポリシーの
達成

３級を受験した生徒（前期課程）の合格率
は、71 ％、２級を受験した生徒（後期課
程）の合格率は33%だった。前期課程の３級
の合格率は昨年度より上昇している。後期課
程の２級の合格率（通年）は低いが、第２回
の合格率は75％だった。

実用英語技能検定３級は15名、準２級は10
名、２級は３名が合格した。現在、第３回の
１次試験に３級は２名、準２級は６名、２級
は６名が合格しており２次合格を目指してい
る。

英語セミナー、国際理解セミナーそれぞれの
参加者全員がアンケートに対して内容に満足
したと答えている。スピーチコンテスト参加
者は全てよい経験をし、参加して良かったと
答えている。

学習時間確保のため、今年度もスタディサプ
リを取り入れてみた。到達度テスト後に課題
配信を行い、学習習慣の定着を図った。若干
ではあるが学習時間の確保へとつながってい
る。教員の活用方法の講習会を開き、教科で
の活用に生かしている。動画の内容も非常に
良い。

後期生、各学年のTeamsに来校した大学・短
大・専門学校の情報をPDF化し、週１回以上
掲載するようにした。年内進路決定者は70%
と一般選抜受験者の増加に伴って、昨年度よ
り減少した。現時点では89.4％と昨年度並み
となった。
総合・推薦を希望する生徒への個別指導は、
部活動との調整が必要で、早期から始めた
が、時間の確保が十分できなかった。国公立
大学合格者７名と、昨年より減少した。※２
月27日現在

「グラデュエーション・ポリシーに沿って生
徒が成長していると思いますか。」という教
職員対象のアンケートに対して、58％が「十
分に成長している」「成長している」という
肯定的な評価をしているが、30％が「どちら
とも言えない」、10％が「あまり成長してい
ない」「成長していない」という否定的な評
価をしている。

アンケートから１・２学期に20件のいじめ事
案が認知された。学級ホームルーム担任、学
年主任などの早期対応により解決しているも
のが大半である。家庭へ随時丁寧な説明を行
い、被害生徒やその保護者に寄り添いなが
ら、解決に向けた対応を進めている。また、
認知できていない事案も起きている可能性も
否定せず、日々生徒への声掛けなど積極的に
行っていきたい。

一人当たりの読書冊数は10.9冊で昨年と同程
度で目標を達成している。図書館の貸出冊数
は1.39冊で、前期生の貸し出し数が後期生の
約３倍である。

正答率は国語が51％、数学が41％で、県平均
と比較すると、国語がマイナス３％、数学が
マイナス５％となっており、昨年度と比較し
ても、県平均との差が縮まっていない。引き
続き改善の必要がある。

県高文祭にエントリーした生徒数は、53人と
目標を上回った。ただし、全国総文祭に推薦
される生徒・団体は今年度いなかった。
前期四国（ハンドボール・サッカー・ソフト
テニス女子個人）後期四国（ハンドボール・
サッカー・なぎなた団体、演技、個人・アー
チェリー男女団体、男女個人・陸上競技・水
泳・少林寺拳法）
前期県総体８部門


